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淞南オープンスクール
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全 ３ 回

8 19tue
10 19sun

11 16sun

●部活動体験　●学校紹介　●個別相談会
サッカー部・野球部・マーチングバンド部
ライフル射撃部・eスポーツ部・女子バスケットボール部

9 : 00～12 : 00 （8 : 30受付開始）

要予約

〒690-8517 島根県松江市大庭町 1794-2　TEL.0852-21-9634/FAX.0852-27-1488

入試、学校案内等のお問い合わせ

ウェブサイト

立正大学淞南高等学校

全学部・学科に「特別推薦枠」を有しており、
立正大学への進学が大変有利です。

《本校は立正大学の準付属校です》

本校は立正大学の準付属校です。立正大学は2022年に開校150周年を
迎えた、歴史と伝統を持つ大学です。9学部16学科7研究科を擁する「人
間・社会・地球」に関する総合大学です。

S c h o o l  f a c i l i t i e s

体育館

校  舎

eスポーツ部室

野球室内練習場

野球場

射撃場サッカー部練習場

寮生活
寮はサッカー部専用の陽光寮、野球部専用の翔球寮、女子
専用の恵光寮、男子専用の稲穂寮があります。どの寮も教
職員が舎監として常駐しており、安心して生活ができます。

サッカー部専用「陽光寮」 女子専用「恵光寮」

スマートフォンからの申込
右のQRコードを読み込んだ先の
申込フォームよりお申し込みください。

オープンスクールページからお問い合わせリンクをクリックし、
申込フォームよりお申し込みください。

パソコンからの申込 淞 南 高 校 検索21
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e-SPORTS
e-スポーツ部
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バランス感覚とは、どちらか一方に偏らずに、全体をよく見て考える力のことです。
例えば、意見が分かれたときに、皆の考えをよく聞き、納得できる答えを導く力です。
リーダーとは、周囲の気持ちを大切にしながら、より良い方向に導く存在であり、そ
うした力を学校生活で少しずつ育てていきます。

BASEBALL
野球部

SOCCER
サッカー部 MARCHING

BAND
マーチング
バンド部

BASKETBALL
女子バスケット
ボール部

RIFLE
SHOOTING
ライフル射撃部

社会で活躍するために必要とされる力

良 識
正しい価値観、正しい判断力、正しい生き方

コミュニケーション能力

チームワーク

リーダーシップ

思考力 柔軟性

自己管理力 創造性

学習力
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そのための部活動

好きなことに夢中になると、「もっと上手くなりたい」「勝ちたい」
という気持ちが生まれます。そのために新しいアイデアを考え
たり、毎日の練習をくり返したりすることで、自分の力をぐんぐ
ん伸ばしていけるのです。そうした取り組みを通じて、新しい
発見や気づきがあり、競技者としてだけでなく、人としても大き
く成長できます。

「好きをもっと好きになる！」ための学び

徳育で良識を身につける

どれだけ優れた能力を持っていても、それをまわりの人に理解
し、応援してもらえなければ、本当の力は発揮できません。そ
のために大切なのが「礼儀正しさ」です。礼儀は一つの形だけ
ではなく、時間・場所・状況（TPO）に応じて、自分でふさわ
しい行動を選ぶことが必要です。その判断の基準となるのは、
「相手を思いやる気持ち」。自分のふるまいを見つめ直し、人に
伝わる行動を心がけることで、信頼や共感が生まれていきます。

応援される人になるために

進路希望に応じた多様なカリキュラム

淞南独自の授業 進路
小規模の本校だからできる
一人ひとりに寄り添ったきめ細やかな指導で
進路決定率は100%です! 進学

就職

90.2%

9.8%

伴走

教員・監督・コーチ

本校では生徒の目指したい未来とそこへの道筋を明確にし、
進んでいけるように伴走します。

将来のビジョンからキャリアを組み立てる

目標設定 タスク設定 学習・練習

スキル
考え方
ふるまい

イメージ

卒業後
社会進出後
の自分の姿

そのために
「今」

何をすべきか

いつ、
どこで、
何をしたい

指導

6
J U N E

体育祭

学校行事の
楽しさには
定評があります！

9
S e p t e m b e r

アスリートデザイン
一流のアスリートに備わるスキルを身につける

本校が育てたいのは、「バランス感覚のあるリーダー」です。相手の立場や気
持ちを理解し、場に応じたふるまいができる――そんな人こそ、これからの
社会で本当に必要とされるリーダーです。その土台となるのが「礼儀正しさ」。
どんな時代になっても変わらない、生き方の基本です。
日本の文化や歴史を通して「人としてどうあるべきか」を考える《徳育講座》、
茶道や書道などを体験し、日本人としての美意識を育む《キャリアアップ講座》
などを通じて、人としての心を育てます。

島根大学、島根県立大学、立正大学、大阪学院大学、大阪経済大学、
大阪観光大学、大阪産業大学、大阪商業大学、大阪松蔭女子大学、
大阪体育大学、関西国際大学、関西学院大学、関西福祉科学大学、
関西福祉大学、神戸学院大学、神戸親和大学、静岡産業大学、高松大学、
帝京大学、天理大学、日本経済大学、東大阪大学、福山大学、富士大学、
びわこ成蹊スポーツ大学、桃山学院大学、愛知学泉短期大学、リハ
ビリテーションカレッジ島根、大阪リゾート＆スポーツ専門学校、
専門学校坪内総合ビジネスカレッジ、松江理容美容専門大学校、自
衛隊（一般曹候補生）、近畿日本鉄道株式会社（技術部門）、柳井地
区広域消防組合 など

モラリストデザイン
良識を身につける

積み上げによる成長

知識・考え方・スキル

アスリートとしての成長

プロからの学び

自身で
積み上げた力ストロング

ポイント
の発見

磨き上げによる成長

分析

淞丹祭

2
F e b r u a r y

スノーボード研修

行動目標

《S B L》3つの力を意識して行動する
先へ進む力
自分を高める力S ブレない力

自分と向き合う力B リンクの力
コミュニケーション力L

「人としてどうあるべきか」を学ぶ 体験により日本人としての美意識を身につける

徳育講座 キャリアアップ講座
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アスリート

理　　系

現代の
国語 言語文化 公共 化学基礎

化学基礎

生物基礎 体育

体育 専　　攻
実技演習

家庭基礎

家庭基礎

情報Ⅰ

情報Ⅰ

音楽Ⅰ
美術Ⅰ

音楽Ⅰ
美術Ⅰ

日本史Ｂ

日本史探究
政治・経済
倫理公共

現代社会

物理
生物

数学Ⅱ
政治・経済 倫理

物理
生物
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健
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数学Ⅰ

現代の
国語 言語文化

論理国語 古典探究 地理総合 歴史総合

古典探究 地理総合 歴史総合

古典探究

古典探究 数学Ⅱ 数学C

数学C

化学

生物古典探究

地理総合 歴史総合

倫理 数学Ｂ

数学Ｂ

物理基礎 化学

生物 地学基礎

地学基礎

倫理

政治・経済

政治・経済 数学Ⅱ

政治・経済論理国語

論理国語

論理国語

論理国語

論理国語 生物基礎 専　　攻
運動力学 英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅢ

体育

体育

古典探究 現代文演習

公共 数学Ⅰ

数学Ⅱ

数学Ⅱ

数学Ａ

文学国語 日本史探究

数学Ａ

数学Ⅲ

英語コミュニ
ケーションⅠ

英語コミュニ
ケーションⅡ

英語コミュニ
ケーションⅠ

論理・
表現Ⅰ

論理・
表現Ⅱ
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デザイン
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論理・
表現Ⅱ

ハイパフォー
マンス演習
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モラリスト
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モラリスト
デザイン

文　　系

アスリート

理　　系

文　　系

アスリート

Ｒ６主な合格実績

「アスリートデザインプログラム」は、
本校で 3 年間を通じてアスリートと
して成長し続けるための特別なカリ
キュラムです。スポーツ栄養や幼児体
育指導といった分野の資格取得に向け
た講座、救急救命講習、さらに世界の
トップアスリートやコーチ、トレー
ナーによる特別講演など、幅広い学び
を通して、一流を目指す力を育ててい
きます。


